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２０２１年度大阪府予算案 

現場の願いをふみにじる不当予算は組み替えを 
 

―教職員定数▲２９９名、加配▲５９名、養護教諭複数配置▲１９校 

 

◆ＩＣＴ・「生徒１人１台端末」には約２６億円 

 大阪府は２月１９日、２０２１年度当初予算案を公表しました。教育予算（一般会計）総額は、前

年当初比１００．８％と、昨年に続く過去最低水準となりました。内容では、国の「ＧＩＧＡスクー

ル構想」実現に向けて、全生徒に１人１台端末を整備するための「府立学校スマートスクール推進事

業費」に約２６億円もの予算が計上される一方、生徒数減を理由に、教職員定数は前年度から２９９

人の減となり、教員加配も合計５９名の減、養護教諭複数配置も１９人（校）の減となっています。

さらに、事務室等の非常勤補助員の日数が「業務多忙化対策」「就学支援金・奨学給付金」ともに５％

減となっています。 

 

◆安心・安全な学校の実現には人員増が不可欠 

 コロナ禍のもと、感染防止のための新たな負担、繰り返される臨時休校への対応、授業日数確保の

ための土曜授業など、教職員の超過勤務は増大し、すでに限界を超えています。そんな中で、現場の

願いを踏みにじり、教職員の人員を減らす予算はきわめて不当です。とりわけ、緊急事態宣言が出さ

れているさなかに、学校のコロナ対応の中心を担い、生徒の心のケアに重要な役割を果たしている養

護教諭の配置を複数から単数に戻すなどは断じて容認できません。複数配置を縮小するのではなく、

全校複数配置に向けて府の予算で拡大することこそ求められています。コロナ禍で生徒の家計の状況

が厳しくなるなか、就学支援金・奨学給付金の事務量がいっそう増大することが見込まれる中、非常

勤補助員の日数を削減するのも不当です。ＩＣＴ化一辺倒の予算は組み替え、真に安全・安心な学校

の実現に向けて、教職員定数の抜本的増を行うべきです。 

 

 ２０２１年度予算には、現場から強い批判が起こっている「小学校新学力テスト（すくすくテスト）

事業費」の予算も知事重点事業として計上されています。全国学テやチャレンジテストに加えて、子

どもたちをさらに「テスト漬け」にするのは許せません。 

 また、大阪市立高校一元化関連事業費には、移管に向けたＳＳＣパソコンの整備などの事務費とと

もに、「新工業系高等学校の整備」として泉尾工業・生野工業・東淀工業の３校統廃合に向けた予算

も計上されています。移管を契機にした高校つぶしは許せません。 

 府高教は、現場の願いを踏みにじる２０２１年度予算の問題点を指摘し、引き続き対府闘争に全力

をあげます。 

 

 

 

「仕方ない」をみんなで「変える」！ ＼あなたも府高教へ！！／ 
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教育庁  2021年度当初予算案の概要（ ）内は 2020 年度比 
当初予算 教育庁予算額 

２０２１年度 ５４２３億９９３５万４千円 

２０２０年度 ５３８０億円６０３１万３千円 

前年比 100.8％／４３億３９０４万１千円ｕｐ 

＜旅費・手当等＞ 

【教職員旅費】（年額） 1 人当換算 30,510円 （▲540 円） 

【報酬・賃金】 

 時間講師等報酬 

時間講師          授業1Ｈ 2,880 円（±０円） 

  産業医を兼ねる学校医      月額65,920 円（＋2,060 円） 

  学校医・学校歯科医       月額40,160 円（±0 円） 

  学校薬剤師           月額25,760 円（±0 円） 

  産業医             月額25,760 円（±0 円） 

 非常勤補助員等賃金  ６Ｈ／日額 5,830 円（±0 円） 

＜府立高校関係の事業＞ ※（ ）内は 2020年度比 

【主要事業】 

府立学校スマートスクール推進事業費 2,587,769 千円（＋2,423,833 千円） 

 ○スマートスクール推進事業費（187,138 千円） 

  ①ネットワーク機器・無線アクセスポイントの保守費、②モデル校の運用に係る経費など 

 ○１人１台端末整備事業費（1,446,610 千円） 

  １人１台端末（全生徒分）整備費、保守運用費、ＧＩＧＡスクールサポーターの配置、授業

目的の公衆送信に係る補償金など 

 ○学校情報ネットワーク事業費（614,085 千円） 

 生徒が校内でインターネットを利用するためのネットワークを運用するための経費。 

 ○学校情報ネットワーククラウド化事業(339,936 千円) 

  １人１台端末の整備に伴い、上記ネットワークの回線の増強、サーバーのクラウド化に要す

る経費。 

大阪市立高等学校一元化関連事業費 361,114 千円（新規） 

 ○ＩＣＴ環境の整備（245,461 千円） 

 ○入学者選抜の実施、校名変更に伴う施設等の設備（31,756 千円） 

 ○生徒の健康管理・中学校給食の実施（12,634 千円） 

 ○新工業系高等学校の整備（17,437 千円） 

 ○教職員の移管等（28,608 千円） 

 ○授業料等の徴収事務（7,921 千円） 

 ○移管準備室の開設（17,297 千円） 

スクールサポートスタッフ及び学習支援員配置事業費 453,079 千円（新規） 

※20 年度補正予算と同様の事業 
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【その他の事業】 

英語教育推進事業費 12,927 千円（▲4,834 千円） 

外国語指導員等による語学指導充実費  496,721 千円（＋15,498 千円） 

○外国人英語指導員の配置［ＮＥＴ］79 名（±０校） 

○外国人英語講師の派遣［Ｔ－ＮＥＴ］52 校（▲２校） 

グローバルリーダーズハイスクール支援事業費  26,872 千円（▲2,348 千円） 

実業教育充実事業費  316,852 千円（＋301,851 千円） 

長期入院生徒学習支援事業費  6,647 千円（＋85 千円） 

府立高等学校キャリア教育体制整備事業費 1,842 千円（▲435 千円） 

就学支援金関連事業費  41,045,338 千円（▲352,962 千円） 

広報強化推進事業費  15,443 千円（±0 千円） 

 ○「進学フェア」の開催 

能勢高等学校再編整備事業費  7,379 千円（±０千円） 

 ○豊中高校との間のネット教室の運用 

社会人等活用推進費  １,３３０,３２５千円（▲2,905 千円） 

知的障がいのある生徒の教育環境整備事業費  37,198 千円（▲1,495 千円） 

 ○自立支援推進校（9校）（園芸・柴島・阿武野・西成・松原・枚方なぎさ・八尾翠翔・堺東・貝塚）  

○共生推進校（10 校）（枚岡樟風・千里青雲・芦間・久米田・北摂つばさ・信太・緑風冠・金剛・東住吉・今宮） 

高等学校通級指導実施費  1,190 千円（±０千円） 

 ○柴島、松原、大手前（全）、岬 

教育庁ハートフルオフィス推進事業費 26,450 千円（＋8,315 千円） 

いじめ対策支援事業費 4,529 千円（▲622 千円） 

日本語教育学校支援事業費  7,344 千円（▲386 千円） 

ＳＮＳ活用相談体制調査研究事業費 26,088 千円（▲3,408 千円） 

学校経営推進事業費  28,595 千円（▲1,056 円）  

校長マネジメント推進事業費  196,120 千円（▲12,548 千円） 

府立学校教育ＩＣＴ化推進事業費  968,832 千円（＋1,607 千円） 

教育総合情報ネットワーク事業費  114,696 千円（＋4,206 千円） 

部活動指導員配置事業費 67,286 千円（＋14,023 千円） 

府立学校老朽化対策費  178,636 千円（▲77,509千円） 

○寝屋川高校改築基本構想策定、支援学校の大規模改造工事など 

学習環境改善事業費 22,876,643 千円（＋295,122 千円） 

○トイレ改修 107 校 

府立学校施設・設備改修費  944,845 千円（＋129,934 千円） 

○エレベータ設置工事・スロープ、手すりの設置、障がい者用トイレの設置 

府立学校施設設備緊急改修事業費  1,284,663 千円（▲566,194 千円） 

 ○ブロック塀改修 高校 13 校/支援 7 校  ○体育館床改修等 高校 24 校/支援 15 校 

府立学校体育館空気調節設備整備費 1,648,716 千円（＋515,204 千円） 

 

 

府立学校維持管理費  4,861,667 千円（▲281,198 千円） 

 ○高校 132 校(▲2 校)、支援 44 校・2 分校 

 

 



4 

 

＜高等学校・教職員定数及び加配＞ 

○条例定数 8，711 人（▲２９９人） 

  校長     １４８人（▲  ２人） 

  教員   ７，２６５人（▲２７２人） 

  養護教諭   ２１２人（▲ １６人） 

  実習教員   ３８１人（±  ０人） 

  技術職員   １８１人（▲  ９人） 

  事務職員   ５２４人（±  ０人） 

 

○非常勤講師時数 

 １３，０７５ｈ（＋３０ｈ） 

 

○実習教員配置基準（昨年通り） 

【配置数】 

１ 高等学校（園芸高校、農芸高校、港南造形高校、工科高校を除く） 

（１）普通科を置く全日制、定時制の課程の学校 

  全日制＝２ 定時制＝１ 

（２）通信制の課程の学校 

 通信制＝２ 

（３）ＣＳの課程の学校 

 ＣＳⅠⅡ＝２ ＣＳⅢ＝１ 

２ 園芸高校、農芸高校、港南造形高校、工科高校 

全日制（ＣＳⅠⅡ）＝１ 

定時制（ＣＳⅢ）＝１ 

３ 総合学科、文理学科、総合科学科を置く全日制の課程の学校 

別途調整加配＝１（ただし、複数の学科を置く場合でも最大１） 

※工業実習教員については、従前どおりの取扱いとする。 

※障がいのある実習教員 

 学校の実情を勘案し、別途配置 

 

○非常勤補助員の配置 

１．「学校事務繁忙期対応」（2020 年度通り） 

 全日制・通信制「40 日」 

 定時制｢20 日｣ 

２．「業務多忙化対策」 

  全日制「25 日」（2019 年度通り、2018 年度は「40 日」） 

 定時制・通信制「18 日｣（2020 年度通り、2018 年度は「28 日」） 

 ※今後、各校の業務改善の取り組み状況等を踏まえて追加配当 

３．「就学支援金・奨学給付金」 

170～220 日（2019～20 年度は 180～235 日、2018 年度は 190～250 日） 

  



5 

 

○教員加配（別表参照） 

  加配名 校数（校） 人員（人） 増減（人） 

１ 総合学科 33 校 249 人 ▲2 

２ 単位制 13 校 72 人 ＋１ 

３ 国際文化科・グローバル科 13 校 26 人 ＋０人 

４ 文理学科・総合科学科 13 校 89 人 ＋１０ 

５ 音楽科・体育科 3 校 10 人 ±０ 

６ 通信制課程 1 校 6 人 ±０ 

７ ガイダンス機能の充実 47 校 47 人 ±０ 

８ 修業年限弾力化 3 校 6 人 ＋１人 

９ 普通教科少人数指導 85 校 113 人 ▲８人 

１０ 普通科設置専門コース等 40 校 41 人 ±０人 

１１ 中途退学対応 26 校 26 人 ▲３人 

１２ 日本語指導の充実 8 校 13 人 ±０人 

１３ 進路保障 21 校 21 人 ▲４人 

１４ 日本語指導が必要な生徒選抜 7 校 7 人 ±０人 

１５ 生徒指導 30 校 30 人 ▲６人 

１６ 地域連携の充実 24 校 24 人 ▲６人 

１７ 自立支援推進 9 校 36 人 ±０人 

１８ 通級指導 4 校 4 人 ±０人 

１９ 研究校等 6 校 7 人 ▲８人 

 （スーパーサイエンス） (4 校) (4 人) （▲7 人） 

（中高一貫） (2 校) (3 人) （▲1 人） 

２１ 学校経営推進 14 校 17 人 ▲２６人 

２２ エンパワメントスクール 8 校 16 人 ±０人 

※ （「普通科総合選択制」、「学力向上」） ― ― ▲8 人 

 （府高教試算） 

○養護教諭複数配置（別表参照） 

47 校 47 人（▲19 人） 

複数配置でなくなる学校 

  成城(全)、桃谷Ⅰ・Ⅱ、摂津、福井、大冠、島本、芦間、四條畷、枚岡樟風、みどり清朋、八尾

北、大塚、美原、堺工科(全)、成美、和泉総合(全)、伯太、泉鳥取、岬 

 

※教頭の複数配置校は後日公表されます 

（参考）今年度の複数配置校(20 校) 

…島本、茨田、野崎、勝山、平野、美原、泉鳥取、枚岡樟風、大正白稜、東住吉総合、西成、長吉、

箕面東、成城、岬、布施北、淀川清流、和泉総合、桃谷(Ⅰ・Ⅱ)、桃谷(通) 



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 ※ 合計

大手前（全） 8 1 9 1
大手前（定） 3 1 4
淀川工科 1 1 2
旭 2 1 3
成城（全） 8 1 1 1 2 13
成城（定） 4 1 5
茨田 1 1 1 1 1 1 1 7 1
西野田工科（全） 1 1 1 3
西野田工科（定） 3 1 4
市岡 12 1 13
港 2 2
大正白稜 9 1 1 1 1 1 1 15 1
北野 8 8 1
東淀川 1 1 2 1 5 1
淀川清流 8 1 1 1 1 1 2 2 17 1
柴島 10 1 1 1 4 1 18 1
勝山・大阪わかば 5 1 3 1 1 1 2 1 3 18
桃谷ⅠⅡ 4 1 2 1 1 1 10
桃谷Ⅲ 3 1 1 5
桃谷（通） 6 1 1 8
今宮 10 1 11
今宮工科（全） 1 1
今宮工科（定） 3 1 4
西成 8 1 1 1 1 4 2 2 20 1
高津 8 8 1
清水谷 2 2
夕陽丘 2 2 4 1
住吉 4 3 1 8
阿倍野 2 2
天王寺 8 8 1
阪南 2 1 3
教育センター附属 9 1 10 1
港南造形 1 1
東住吉 2 2 4 1
東住吉総合 10 1 1 12 1
長吉 8 1 1 2 1 1 2 16 1
平野 1 1 1 1 1 1 1 7 1
桜塚（全） 2 1 3
桜塚（定） 3 1 4
豊中 8 1 9
千里青雲 10 1 11 1
豊島 1 1 2 1
刀根山 2 2
池田 2 2
渋谷 2 2 1
園芸 1 4 5 1
箕面 2 1 3 1
箕面東 8 1 1 1 1 1 2 15 1
豊中・能勢 2 1 1 4

加配項目 養教
複数学校名

2021年度　高等学校教員加配



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 ※ 合計

加配項目 養教
複数学校名

吹田 2 2 1
吹田東 2 2
千里 4 3 1 8
北千里 1 1
山田 1 1
摂津 4 1 5
春日丘（全） 2 2
春日丘（定） 3 1 1 5
茨木 8 8
茨木工科（全） 1 1 1 3
茨木工科（定） 3 1 4
北摂つばさ 1 1 1 3
茨木西 1 1
福井 9 1 1 1 1 13
槻の木 9 1 10
大冠 1 1 2
三島 2 2
高槻北 1 1 2 1
芥川 2 1 3
阿武野 2 1 1 4 8
島本 1 1 1 1 1 5
寝屋川（全） 2 1 3 1
寝屋川（定） 3 1 1 1 6
北かわち皐が丘 1 1 2
西寝屋川 2 1 3 1
枚方 2 1 3
枚方津田 1 1 2
長尾 1 1 2
牧野 1 1
香里丘 2 1 3
枚方なぎさ 10 1 1 4 16 1
交野 1 1 2
芦間 10 1 11
守口東 2 2 1
門真なみはや 10 1 2 1 14 1
門真西 2 1 1 1 5 1
四條畷 8 8
緑風冠 1 1 2
野崎 1 1 1 1 1 1 6 1
城東工科 1 1
布施工科 1 1
布施（全） 2 2
布施（定） 3 1 4
布施北 8 1 1 2 1 1 1 2 17 1
花園 2 1 3
枚岡樟風 10 1 1 1 13
みどり清朋 1 1 2
かわち野 1 1 2 1
山本 1 1
八尾 2 1 3
八尾翠翔 1 1 4 6 1
八尾北 10 1 2 1 1 15



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 ※ 合計

加配項目 養教
複数学校名

生野 8 8
松原 10 1 1 1 1 4 1 19 1
大塚 4 1 5
藤井寺 1 1
藤井寺工科（全） 1 1
藤井寺工科（定） 3 1 1 5
懐風館 1 1 2
河南 2 1 3 1
富田林 2 1 3 6
長野 2 1 3 1
狭山 1 1
農芸 1 1
美原 1 1 1 1 1 5
金剛 1 1 2
三国丘（全） 8 8 1
三国丘（定） 3 1 4
泉陽 2 2 1
鳳 12 1 13
登美丘 1 1
堺工科（全） 1 1 1 3
堺工科（定） 3 1 1 5
泉北 4 3 1 8
堺東 10 1 4 15 1
金岡 1 1 1
東百舌鳥 1 1 2
堺西 1 1 2 1
成美 10 1 1 1 1 14
福泉 1 1 1 1 1 5 1
堺上 1 1 1 3 1
和泉総合（全） 8 1 1 1 1 2 14
和泉総合（定） 4 1 1 6
伯太 10 1 1 1 1 14
信太 1 1 1 3 1
泉大津 2 1 1 4
高石 1 1
岸和田 8 8
和泉 2 2 4
久米田 1 1 2 1
貝塚 10 1 1 4 16 1
貝塚南 1 1
佐野 2 1 3
日根野 1 1 2
佐野工科（全） 1 1 2
佐野工科（定） 3 1 1 5
りんくう翔南 1 1 1 3
泉鳥取 1 1 1 1 1 5
岬 7 1 1 1 1 1 1 1 2 16

合計 249 72 26 89 10 6 47 6 113 41 26 13 21 7 30 24 36 4 7 17 16 0 860 47
2020年度※ 251 71 26 79 10 6 47 5 121 41 29 13 25 7 36 30 36 4 18 33 16 8 912 66

増減 -2 1 0 10 0 0 0 1 -8 0 -3 0 -4 0 -6 -6 0 0 -11 -16 0 -8 -52 -19

※当初予算の加配数であり、５ページの増減（実数）と一致しない場合があります。


